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 昨今、新型コロナウイルス感染症の拡大で、人と人との密なコミュニケーションが制限

されている中、国際交流事業において従来の形式を用いた交流を推し進めて行きたい反面、

見直された手段であるオンラインを使った交流も視野に入れた取り組みが必要です。災害

においては近年、水害による被害が多発している現状があり、災害時の対応として、それ

ぞれの機能や役割を今一度理解し、一般社団法人佐賀青年会議所だけでなく他団体と連

携・協力していく必要があります。 

まずは、諸先輩方が１９８５年から継続されてきた姉妹ＪＣである新營ＪＣとの交流が

３７年目を迎え、これまで以上の繋がりを強固なものにするために、佐賀青年会議所メン

バー一同総力を挙げ、新營ＪＣメンバーと佐賀の観光資源や伝統文化を体験することで、

より良い関係性を創り上げます。そして、新營ＪＣとの交流事業を円滑に進めるために、

オンラインを使用し正確な意見交換をすることで、これまで以上に密なコミュニケーショ

ンを図ります。さらに、新營ＪＣと佐賀青年会議所が災害に対して互いに支援し合える関

係性を模索するために、合同で協議できる場を提供することで、災害時の連携構築を図り

ます。また、被災地の情報や必要とされている物資を迅速に供給するために、平常時に他

団体との連携を図りつつ知識や意識を向上させ相互理解を深め協働することで、行政だけ

でなく佐賀青年会議所が率先して他団体と連携を取りあえる関係性を創り、災害時により

機能する団体を目指します。 

国際交流を通じ言葉の壁を越えておもてなしの心を体感し、災害に対しても団体の垣根

を越え限られた期間の中で他団体との連携を深め、人と人との出会いに感謝し改めてこの

地元佐賀の素晴らしさを実感し、個人の成長につなげるとともに、現在（いま）を生き抜

き次代へつないで参ります。 

 

 

[事業計画] 

１． 新營ＪＣ受入れ・会務交流会議の企画・運営（９月） 

２． 裸ん行（大川）参加者への支援（２月） 

３． 例会の企画・運営（３月） 

４． ＡＳＰＡＣ（台湾／台中）参加者への支援（６月） 

５． ＪＣＩ世界会議（南アフリカ／ヨハネスブルク）参加者への支援（１１月） 

６． 会員拡大 拡大目標 委員会５名（通年） 


